
村
松
森
林
事
務
所
は
、
五
泉
市

（
旧
村
松
町
）
に
あ
り
、
五
泉
市

と
阿
賀
町
に
二
万
三
千
六
百
十
二

ha
の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

五
泉
市
の
国
有
林
に
は
登
山
に

手
軽
な
管
名
岳
や
大
蔵
山
が
あ
り
、

巨
木
100
選
に
選
ば
れ
た
大
ト
チ
や
、

ど
っ
ぱ
ら
清
水
と
称
さ
れ
る
水
源

と
共
に
白
山
周
辺
に
ケ
ヤ
キ
主
体

の
広
葉
樹
林
が
広
が
り
、
地
域
の

方
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
阿
賀
町
の
国
有
林
は
、

福
島
県
境
に
接
し
、
広
大
な
原
生

林
が
残
っ
て
い
る
飯
豊
山
系
へ
の

登
山
口
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

五
泉
市
・
阿
賀
町
と
も
に
森
林

率
が
高
く
、
国
有
林
で
は
保
育
間

伐
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
近

年
は
ク
マ
に
よ
る
皮
剥
ぎ
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
い
る
た
め
、
保

護
テ
ー
プ
や
成
長
バ
ン
ド
等
の
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

調
査
等
で
入
山
す
る
た
び
に
新
し

い
被
害
木
を
見
る
こ
と
が
多
い
の

が
現
状
で
す
。

獣
害
に
対
し
て
は
、
五
泉
市
で

も
対
策
会
議
を
開
催
し
、
サ
ル
・

イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
等
へ
の
対
策
を

模
索
し
て
い
ま
す
が
、
田
畑
・
民

有
林
へ
の
被
害
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
近

年
ま
で
見
る
こ
と
が
無
か
っ
た
ニ

ホ
ン
ジ
カ
が
現
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
国
有
林
で
は
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
生
息
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
雄
、

子
連
れ
の
雌
が
新
た
に
確
認
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・

ク
マ
・
カ
モ
シ
カ
の
生
息
も
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
民
・
国

が
連
携
し
な
が
ら
の
対
応
策
を
ど

う
い
っ
た
形
で
進
め
て
い
く
の
か

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

当
事
務
所
に
着
任
し
て
半
年
で

す
が
、
思
っ
た
以
上
に
守
備
範
囲

が
広
く
戸
惑
う
こ
と
も
多
い
毎
日

で
す
。
隣
接
す
る
森
林
事
務
所
な

ど
と
協
力
し
、
効
率
よ
く
業
務
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
の
こ
特
集

朱
鷺
（
ト
キ
）
色
は
ピ
ン
ク
？

ト
キ
イ
ロ
ヒ
ラ
タ
ケ
（
食
）
（
ヒ
ラ
タ

ケ
科

ヒ
ラ
タ
ケ
属
）

６
月
中
旬
か
ら
７
月
下
旬
に
か
け
て
、

広
葉
樹
枯
木
特
に
藤
蔓
に
群
生
し
ま
す
。

カ
サ
は
２
㎝
か
ら
６
㎝
の
半
円
形
で
表

面
は
朱
鷺
色
か
ら
ピ
ン
ク
色
で
平
滑
で

す
。

柄

は

白

色

で

１

㎝

と

短

く

ヒ

ダ

は

ピ

ン

ク

色

で

直

生

し
ま
す
。
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